
■調査概要
調査対象
　現在アルバイトをしている大学1年生～4年生／年齢：18～23歳

調査期間
　2019年2月8日（金）～2月13日（水）
調査方法
　外部パネルによるWEBアンケート調査
有効回答数
　1,299名
　※調査結果は、端数四捨五入の都合により合計が100％にならない場合があります。

本資料に掲載のデータ、図版等の無断転載を禁じます。資料のご利用やご質問等に関しては下記までご連絡ください。
株式会社マイナビ　社長室　HRリサーチ部　アルバイトリサーチチーム　E‒mail：myArm@mynavi.jp
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大学生のアルバイト実態調査（2019年）

（1）回答者プロフィール
力を入れていること上位3つ（複数回答）
・全体では「授業」が最も高く、「アルバイト」は2位3位の項目として突出して高い。
・学年別では1～2年生は「授業」重視だが、3年生は「就職活動」、4年生は「卒業論文や卒業研究」の重視傾向が高い。
・「アルバイト」は重視項目の上位3位にほぼ入っている点で、大学4年間を通じて学生生活と結びつきが強い項目といえる。

学校生活とアルバイトのバランス（単一回答）
・全体では「アルバイトも学生生活も同じくらい大切だと考えている」が39.7%と最も高い。「アルバイトに生きがいを求めている、
　全力を傾けている」と「アルバイトに力を入れるが、時には学生生活も楽しむ」を合わせた「アルバイト寄り」は16.9％、
　「アルバイトよりも学生生活に生きがいを求めている、全力を傾けている」と「アルバイトはなるべく早く片付けて、
　できるだけ学生生活を楽しむ」を合わせた「学生生活寄り」は43.4%と、学生生活に重きを置いた様子がうかがわれる。
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大学生のアルバイト実態調査（2019年）

（2）大学生のアルバイト就業実態
定期的なアルバイトの有無（単一回答）
・全体では「現在定期的なアルバイトをしている」人が87.3%。

アルバイト経験社数（単一回答）
・全体では「2社」が28.5%と最も高く、次いで「1社」が25.6%、「3社」が18.5%となっている。平均は2.8社。
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最長勤務期間（単一回答）
・全体では「25ヶ月以上」が31.8%と最も高く、�次いで「10～12ヶ月」が14.1%、「4～6ヶ月」が10.2%となっている。
・学年別では、大学4年生で「25ヶ月以上」が62.5％と高くなっている。

最も長く続いたアルバイトの開始時期（単一回答）
・全体では「大学1年生」のときが61.7%と最も高く、�次いで「大学2年生」が14.2%、「高校生」が9.4%となっている。
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理想の勤務期間（単一回答）
・全体では「10～12ヶ月」が33.6%と最も高く、次いで「25ヶ月以上」が27.9%、
　「22～24ヶ月」が17.9%。平均は21.9ヶ月。
・学年別では、大学1～3年生までは「10～12ヶ月」が最も多く、大学4年生のみ「25ヶ月以上」が最も多い。

1週間あたりの勤務日数（単一回答）
・全体では「週2～3日の勤務」が61.5%と最も高く、次いで「週4～5日の勤務」が19.2%、「週1日の勤務」が12.7%。
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1週間あたりの希望勤務日数（単一回答）※ベース：現在アルバイトを探している
・全体では「週2～3日の勤務」が60.9%と最も高く、次いで「週1日の勤務」が20.2%と高い。
・実際の勤務頻度の割合と比較すると、「週4～5日の勤務」を希望している割合が少なく（‒8.0pt）、
　「週1日の勤務」を希望している割合が多い（+7.5pt）。

通勤時間（単一回答）
・全体では「自宅から15分以内」、「自宅から30分以内」が17.6%と最も高く、次いで「自宅から10分以内」が16.4%。
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希望通勤時間（単一回答）※ベース：現在アルバイトを探している
・全体では「自宅から30分以内」が22.4%と最も高く、次いで「自宅から15分以内」が18.4%となった。
・実際の通勤時間の割合と比較すると、「自宅から45分以内」を希望する割合が少なく（‒5.6pt）、「自宅から30分以内」を
　希望する割合が多い（+4.8pt）。また、「特に希望はない」とする割合も8.9%と、一定数いることがわかった。
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大学生のアルバイト実態調査（2019年）

（3）大学生のアルバイト意識
アルバイトの目的（複数回答）／最も当てはまるもの（単一回答）
・全体では「趣味や交際費」「自分の生活費」「貯金」が上位。

詳細：アルバイトの目的（複数回答）／最も当てはまるもの（単一回答）
・学年別・性別で見ても「趣味や交際費」「自分の生活費」「貯金」のためにアルバイトをしている人が多い。
・性別では、女性の方が「趣味や交際費のため」が高く、「自分の生活費」を目的としている人が少ない。
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継続意向（単一回答）
・全体では「長く働きたいと思える職場である」と「どちらかといえば長く働きたいと思える職場である」を合わせた
　『長期意向あり』が約8割となった。

アルバイト先の実情（複数回答）
・全体では「シフト・時間の融通がきく」「人間関係がよい職場である」「自分にとって行きやすい街にある」が上位にあがった。
・アルバイトを探す際の絶対条件として上位項目であった「シフトの融通」「人間関係の良さ」「勤務地の利便性」は
　満たされている職場が多い。
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長期就業意向者と非意向者のGAP：アルバイト先の実情（複数回答）
・継続意向有無別では「人間関係がよい職場である」「仲間と楽しく仕事ができる」「職場の雰囲気が自分に合っている」
「自分が好きな事を仕事にできる」「やりがいを感じる」と答えた人の多くが、長期就業意向があることがわかった。
・一方、「単純作業である」と答えた人の多くが長期就業意向がないことがわかった。

モチベーション要因（複数回答）／最も当てはまるもの（単一回答）
・全体では「感謝の言葉をもらったとき」が52.2%と最も高く、次いで「自分の成長を感じたとき」が30.3%、
　「仕事の成果を褒められたとき」が22.7%となっている。
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詳細：モチベーション要因（複数回答）／最も当てはまるもの（単一回答）
・「感謝の言葉をもらったとき」は全体と比較し＋12.8pt女性のスコアが上回っている。
　一方、「やりがいは無い」は女性よりも男性で高い傾向。

アルバイト先の変更・退職を検討する不満（複数回答）／最も当てはまるもの（単一回答）
・全体では「職場の人間関係が悪い」が35.7%と最も高く、次いで「シフト・時間の融通がきかない」が29.7%、
「時給が低い」が28.3%となっている。
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詳細：アルバイト先の変更・退職を検討する不満（複数回答）／最も当てはまるもの（単一回答）
・全アルバイト先の変更・退職を検討する不満は、男女別で傾向が分かれる。最も差が出たのが「職場の人間関係が悪い」は
　女性の方が男性より16pt高い。

早期離職経験（単一回答）
・全体では約8割の人が「ない」と答えた。
　「ある」と答えた人の中で、その時期としては「大学1年生のとき」が10.8%、「大学2年生のとき」が3.8%となっている。
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理想の上司像（複数回答）／最も当てはまるもの（単一回答）
・当てはまるものは「指示が的確」が64.6%でTOPだが、最も当てはまるものとしては「いつでも相談できる雰囲気がある
　／親しみやすい」が上位となっている。
　上司に対して業務を効率的に行うスキルは求めるが、それ以上に心の余裕を持った対応を重要視していることが伺える。

詳細：理想の上司像（複数回答）／最も当てはまるもの（単一回答）
・男女別では女性の方が「いつでも相談できる雰囲気がある/親しみやすい」、「感情的にならない/穏やか」、
　「えこひいきをしない」といった上司の人柄に関わる項目を重視する傾向があると言える。
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大学生のアルバイト実態調査（2019年）

（4）アルバイト探し
アルバイト探しで絶対になくてはならないこと／あったら良いが必須ではないもの（複数回答）
・“絶対になくてはならないこと”について全体では「シフト・時間の融通がきくこと」が47.8%と最も高く、次いで「人間関係が
　よい職場であること」が39.3%、「自宅から近いこと」が36.5%となっている。
・男女別では「人間関係がよい職場であること」と「職場の雰囲気が自分に合うこと」の2項目で、女性の方が
　10ポイント以上高く、女性の方が時給や制度以外の部分を重視する傾向があると言える。

アルバイト探しの重視点（複数回答）
（アルバイト探しで絶対になくてはならないこと＋あったら良いが必須ではないもの）
・全体では「シフト・時間の融通がきくこと」が54.3％と最も高く、次いで「自宅から近いこと」が50.9％、
　「人間関係がよい職場であること」が49.9％となっている。
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アルバイト開始時の不安（複数回答）／最も当てはまるもの（単一回答）
・全体では「職場の人間関係が良いか」が42.8%と最も高く、次いで「シフト・時間の融通がきくか」が36.4%、
　「職場の雰囲気が自分に合うか」が30.5%となっている。

詳細：アルバイト開始時の不安（複数回答）／最も当てはまるもの（単一回答）
・「職場の人間関係が良いか」「シフト・時間の融通がきくか」「職場の雰囲気が自分に合うか」が不安と
　答えたのは男性より女性の方が多い。
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大学生のアルバイト実態調査（2019年）

（5）アルバイトと就職活動
アルバイト探し時に就職活動を意識するか（単一回答）
・全体では3人に1人は就職活動を意識してアルバイト探しをしていると答えた。
・学年別では大学2年生が40.3%と就活への意識が最も高いが、すでに就活を終えている人が多い4年生は
　「意識していない」が76.7％となった。

アルバイト探し時に就職活動を意識する際、どのようなことを重視するか（複数回答）
※ベース：アルバイト探し時に就職活動を意識する
・全体では「社会人マナーが身につく」が60.7%と最も高く、次いで「シフトについての理解がある」が30.7%、
　「人脈が広がる」が27.3%となっている。
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アルバイト先のうち、就職先候補にしたい職場はあったか。ある場合の理由（複数回答）
・全体では「就職先候補にしたいアルバイト先は無い」が84.7%と最も高かった。
・「あった」と答えた人の中で、その理由としては「仕事内容」が8.0%、「職場の雰囲気」が6.3％、「職場の上司・先輩の
　印象・対応」が5.6％と、職場環境に紐づくものが上位にあがった。
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